
出典）全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より

3.5. 環境教育・環境保全活動等の推進

4. わたしたちを取り巻く状況
4.1. 世界と日本の状況

3.6. 気候変動への適応策の充実

 海洋プラスチック削減対策（マイボトルなど）

　県では手軽に取り組める活動の一つとして、繰り返し

使える水筒やタンブラーなどの積極的な利用を呼びかけ

る「マイボトル持参運動」に取り組んでいます。

 世界全体のＣＯ２排出量は右肩上がりで増加しており、地球温暖化の進

　 行スピードを緩和するため、すべての国で脱炭素社会の実現に向けた

　 取組を進める必要があります。

 日本やアメリカ、ＥＵなどの先進国の多くは2050年、世界最大のＣＯ２

 　排出国である中国は2060年、経済成長を続けるインドは2070年までの

　 カーボンニュートラルを宣言しています。

 しかし、紛争や社会情勢の変化による世界的な気候変動対策への影響が

   懸念されています。

＜世界の動き＞

 あきたエコフェスの開催

啓発ステッカー

第22回あきたエコフェスの様子

こどもエコクラブの自然観察活動の様子

出典)秋田県気候変動適応センター
　　 熱中症対策セミナーを開催
　　 しました より

熱中症対策セミナー
出典)秋田県気候変動適応センター
　　 気候変動適応ワークショップを
　　 開催しました! より

適応ワークショップ
出典)秋田県気候変動適応センター
　 「生物季節 | 気候変動情報より

出典）世界の温室効果ガス排出量-統計資料から調べる｜かながわ気候変動WEB」より

気候変化記録

地域で活動する団体と協働で実施した
エコクッキング教室の様子

出典)秋田県：「マイボトル持参運動」実施中です！

　県では、民間団体・企業や大学等と連携し、秋田の豊か

な自然の大切さ、地球温暖化をはじめとする環境問題やそ

の対策などについて、大人も子どもも一緒に楽しみながら

学習できる大規模イベントの開催を支援しています。

 地域で活動する民間団体等の活動支援

　秋田県地球温暖化防止活動推進センターは、地域で環境保全に取り組んでい

る団体と協働でイベントや学習会等を開催しているほか、住民団体等が主催す

る環境学習会等に無料で講師を派遣するサービスを提供し、地域における環境

保全活動の促進と参加者の実践意欲の向上などに取り組んでいます。

　また、秋田県のこどもエコクラブ事務局として、各クラブからの相談への対

応、活動の紹介、クラブ同士の交流の機会の提供等、子ども達による環境保全

活動も支援しています。

　県では、「秋田県気候変動適応センター」を設置して、気候変動の影響への

適応策に関する情報を発信しています。

　その他、熱中症対策セミナー、ワークショップ、気候変化記録（サクラ、イ

チョウ、カエデのモニタリング）などを行い、県民の理解促進を図っています。
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4.2. 環境と経済を両立した脱炭素につながる将来の豊かな暮らしに向けて

＜日本の動き＞

出典）環境省公式サイト（https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/）より
出典）全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より

 パリ協定の採択（COP21)を受けて中期削減目標（2030年温室効果ガス排出

量26％削減）を策定しています。

 2018年に第５次環境基本計画を閣議決定し、ＳＤＧｓの考え方も活用しな

がら「環境保全と経済成長の両立」を目指すこととしています。

 2020年に2050年カーボンニュートラルの実現を目指すことを宣言し、産業

政策・エネルギー政策や国民運動を展開しています。

 2024年度現在、地球の平均気温は14℃前後（大気中にＣＯ２がないとマイ

ナス19℃くらい）になります。

 地球に降り注ぐ太陽光は地表を暖め、ＣＯ２は地表からの放射熱を吸収し

て大気を暖める効果があります。

 近年、産業活動の活発化によって温室効果ガスが大量に排出されています。

 大気中のＣＯ２濃度が高まり、熱の吸収が増えたことで気温が上昇します。

＜世界平均気温のこれまでの変化＞

 工業化前と比べて、1.09℃上昇（2011～2020年平均）しており、過去10万年

間で最も温暖な状況にあります。

 陸域での気温上昇のペースは海面付近の1.4～1.7倍とされています。

 北極圏での気温上昇のペースは世界平均の約２倍とされています。

＜世界平均気温（2021～2040年平均）の予測＞

 21世紀半ばに実質ＣＯ２排出ゼロが実現する最善シナリオ（次ページ表の水色

ライン）でも50％以上の確率で1.5℃に達すると予想されています。

 化石燃料への依存を続け、何も対処しない最大排出量シナリオ（次ページ表

の赤色ライン）では、2100年までに3.3～5.7℃の上昇が予想されています。

 国では「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動（愛称：デコ

活）を展開しています。

 運動の目的は、2050年カーボンニュートラル・2030年度削減目標の実現に向

けて、国民・消費者の行動変容、ライフスタイルの変革を促すことです。

 国民が、脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの全体像を「知って」「触れ

て」「体験・体感できる」様々な機会を官民が連携して提供しています。

5. 資料編
5.1. 地球温暖化の仕組みと現状
5.1.1. 地球温暖化の仕組み

5.1.2.世界平均気温のこれまでの変化と将来予測
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